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Ⅰ 研究のねらい 

 
１ はじめに 
（１）学習指導要領改訂の視点から 

 確かな学力や豊かな心、健やかな体の調和
を重視する「生きる力」を育むことが求めら
れているなか、中央教育審議会答申（平成 20

年１月）では、運動する子どもとそうでない
子どもの二極化や体力の低下傾向が依然深刻
であるなどの課題が指摘されている。健やか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な体の育成の基礎を担う保健体育科の役割も
ますます重要であると言える。 

平成 20 年改訂の学習指導要領では、生徒
がより多くの領域の学習を十分に体験し、自
らが探求したい運動を選択できるよう、小学
校、中学校、高等学校の接続を踏まえた指導
により、生涯にわたって健康を保持増進し、
豊かなスポーツライフの実現を図ることが示
された。その中で、中学校第１学年及び第２学
年においてダンス領域も必修化された（表１）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校保健体育科では、平成 24 年度より全面実施となった学習指導要領において、武道
とともにダンスが必修化された。ダンスを専門としている教員が少ない中、これまでダンス
の指導を経験してこなかった教員も指導することとなる。 

 そこで、本研究では、保健体育科教員の誰もが効果的な指導ができるダンスの授業づくり
に向け、市内の学校で多く実践されている「現代的なリズムのダンス」、特にヒップホップ
ダンスについて研究を進めた。指導と評価の観点を明確にした指導計画の作成や、基礎的な
ステップの指導用教材、生徒の主体的な学習を支援する学習カードの工夫などの提案を通し
て、生徒が楽しい、もっと踊りたいと感じるダンスの授業づくりについて考えていく。 
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従来はダンスを学習せずに卒業していく中
学生もいたが、これからは全員がダンスを経
験することになる。こうしたダンス領域の必
修化は、生徒が経験する学習分野が量的に拡
大するだけでなく、心身の解放や「集団的活
動や身体表現などを通じてコミュニケーショ
ン能力を育成する」といった「表現運動系及
びダンス」（以下「ダンス系」領域という）の
特徴的な学びを保証する質的な高まりの可能
性においても期待されている。 

 

（２）相模原市の現状から 
相模原市では、保健体育科教員として、ダ

ンスを専門とする教員は少なく、また、これ
までは「武道」と「ダンス」の２領域で指導
を分担して行ってきた学校もある。このよう
な中で、今までダンスの指導経験のない教員
もいる。 

ダンス授業について、市内中学校教諭から
「ダンスは何を教えたらよいか難しい」「踊り
のできについて良し悪しが分からず技能の評
価に困る」などの声が聞かれ、不安を抱えな
がら手探りの状態で授業に臨んでいる教員も
少なくない現状がわかった。また、「基本的な
ステップなどを教えず、最初からグループで
ダンスを創作させ、それを評価する」「決まっ
た型を教え、さらに生徒が考えた振り付けが
組み込まれたダンスのできを評価する」学校
が多い傾向がある。さらに「男女が一緒にダ
ンスの授業ができるのか不安」「男女共修での
ダンスは難しい」などの声もあった。 

相模原市の教職員で構成される中学校教育
研究会（以下、「相中研」という）の保健体育
研究部では、学習指導要領の改訂に伴って、
現在、ダンス授業の研究に取り組んでいる。
また、外部講師を招請し、ダンスの研修を市
内一斉に行うなど、教員の意識は高まってき
ている。 

 

 

（３）現代的なリズムのダンス 
「ダンス系」領域は、「表現系ダンス」「リ

ズム系ダンス」「フォークダンス」の「三つの
ダンス」で構成され、その特性と発達段階に
応じた内容が示されている。 

中学校でのダンス領域は「創作ダンス」「フ
ォークダンス」「現代的なリズムのダンス」の
三つで構成されている。「創作ダンス」や「フ
ォークダンス」は過去に相中研保健体育研究
部でも取り上げられてきたが、市内では「現
代的なリズムのダンス」が多く行われている
実態がある。小学校では、リズム遊び・リズ
ムダンスを通して、リズムに乗って自由に弾
んで踊る律動の体験をしている。中学・高校
ではややスローなテンポのヒップホップダン
スを加えて「全身で自由に踊る」段階から「ま
とまりをつけて踊る」発展的な段階を目指す。    

これらの現状・背景を踏まえ、本研究では
指導者にダンス経験、指導経験がなくてもで
きるダンス授業を考え実践した。今回は小学
校までの学習内容、発達の段階を踏まえ「現
代的なリズムのダンス」の中のヒップホップ
ダンスを取り上げた。 

 
２ 研究の目的 

生徒の表現力やコミュニケーションの能力
を高めるために、「踊る」「創る」「観る」とい
う活動を行うダンスの教育的役割は大きい。
ダンスの技能指導を含めた意図的、計画的な
指導を行える教員が増えることが、生徒の表
現力、コミュニケーションの能力を伸ばすこ
とにつながるのではないかと考える。 

そこで、本研究では、教員がダンス必修化
の趣旨をふまえ、誰もが自信をもって効果的
なダンスの指導ができる授業の提案をしてい
くことを目的とする。そのために、中学校に
おけるダンスの授業の現状を把握し、指導計
画モデルの作成と授業実践を行う。そして、
生徒が「楽しい」「もっと踊りたい」と思うよ
うな授業づくりについて考察していく。 
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Ⅱ 研究内容 
 １年次には、まず実態把握を踏まえて指導
計画をたて、実践を通してダンスの授業に対
する課題を明らかにする。２年次はそれらの
課題を踏まえて指導計画を再検討し、授業を
行うとともに、汎用性のあるモデルプランを
作成する。 

 
１ ダンススクールの子どもたちの意識調査 

 ダンススクールの子どもたちは、ダンスが 

好きで習っている。好きな要因を分析するこ 

とにより、ダンスの魅力の要素について考察 

するとともに、その要素をダンスの授業づく 

りに取り入れていくことを考えた。 

調査対象は、研究員（ダンスインストラク 

ター）の主宰するダンススクールの生徒男女
37 名（小学生 24 名、中学生 12 名、高校生
１名）である。調査は、ダンスのどんなとこ
ろが好きか、次の 11 項目で尋ねた。なお、
複数回答可とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１は、ダンススクールの子どもたちの意
識調査をグラフにしたものである。その結果、
全員の生徒が「音楽に合わせて体を動かす」
のが好きと回答した。また、「友達と一緒に踊
るのが楽しい」「気持ちいい」といった項目が
上位に挙がった。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ ダンススクールの子どもたちの意識調査結果 
 
２ １年次の実践 
 生徒に事前に意識調査を行い、課題と考え
られる項目に対応できるように授業構想を立
案した。意識調査の具体的な内容・結果につ
いては、２－（２）で述べる。 

 

（１）検証授業の視点 
 意識調査から、ダンスに対する負のイメー
ジとして「難しい」「恥ずかしい」と回答した
生徒がそれぞれ３割に上った。何をしてよい
かわからないから「難しい」と捉えるのでは
ないかと考え「指導内容を明確にし、わかり
やすくする」こととした。また、「恥ずかしさ」
をとるために自然に体を動かせるよう「体ほ
ぐしの運動」を効果的に取り入れることとし
た。 

 また、ダンスインストラクターが授業に参
加し、生徒にアドバイスを行うようにした。 

 なお、実践はＡ中学校第２学年男女 193 名
に対して行った。 

 

① 体ほぐしの運動の導入 

  恥ずかしさをとるために、導入としてリ
ズム体操的な体ほぐしの運動を行った。「脚
の動きが２拍子で腕の動きが３拍子」「脚の
動きが３拍子で腕の動きが２拍子」等のジ

・音楽に合わせて体を動かす 
・友達と一緒に踊れる 
・人前で踊る 
・衣装を着られる 
・難しい動きを練習する 
・振りつけを覚える 
・好きな歌手の歌で踊れる 
・アーティストになりきれる 
・気持ちいい 
・友だちに教える 
・将来の夢 

(%) 
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ャンプ系の動きを行い、気持ちと体をほぐ
した。動きができるようになったら曲に合
わせて行うことで、リズムに体を慣らすこ
とができた。 

  このリズム体操はダンス未経験者の教員
でも指導しやすい内容で、授業の導入とし
ては有効であった。 

  また、決められた動きをすることにより
「恥ずかしい」と思っている生徒も自信を
もって踊ることができた。 

 

② 指導内容の明確化 

  指導する内容を明確にすれば、生徒が行
う動きも明確となってくる。そのため、創
作活動に入る前に、ダンスの基礎を身に付
ける学習として、２つの活動を取り入れた。 

 Ａ．ポーズから動きへ発展させる方法 

  決められた８個のポーズをつなげ、一つ
の動きを８呼間、４呼間、２呼間、１呼間
とだんだん早くして、最後には簡単なダン
スになるという方法。 

 Ｂ．２分間のウォーミングアップダンス 

  単純な動き（「ラン」「サイドステップ」
「キック」）と腕の動き（「開いて下ろして」
「上横下」）を組み合わせたもの。２時間で
覚えられ、全員で踊ることにより、一体感
が得られた。 

 

③ ダンスインストラクターによる言葉か
け 

  生徒がダンスを創作する段階で、どのよ
うに創っていったらよいか悩み、活動が停
滞してしまうことがある。何も指導しない
まま創作させると行き詰まり、達成感がな
いまま発表することになってしまう。生徒
が迷った際に教員が適切なアドバイスを与
えることができると、作品の出来映えは違
ってくる。 

  そこで、生徒が困った場面で、ダンスイ
ンストラクターが専門的な視点から行った

言葉かけに注目した。教員が指導する際に
参考となるものと考えた。 

 

（２）検証授業の考察 
 ダンスの授業前後に次の項目で意識調査を
行った。調査対象はＡ中学校第２学年生徒男
女 193 名である（有効回答数：事前 193 名、
事後 178 名）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 授業に対する意欲の変化 

  図２は授業に対する意欲の変化をグラフ
にしたものである。「とてもやりたい」は増
加しているが、「できればやりたくない」「や
りたくない」は減少しなかった。ダンスの
授業に対する関心・意欲を高めるという視
点では、手だてを見直し、よりていねいな
働きかけを行うことが必要となる。 

 

 

 

① ヒップホップダンスの授業に 
対する意欲について（４項目） 

  
・とてもやりたい 
・やりたい 
・できればやりたくない 
・やりたくない 

 
② ヒップホップダンスのイメージ

について（８項目） 
         ※複数回答可 

・かっこいい 
・楽しそう 
・おもしろそう 
・気持ちよさそう 
・好きな曲でおどれそう 
・難しそう 
・恥ずかしそう 
・つまらなそう 
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図２ ダンスの授業に対する意欲 
 

② ダンスに対するイメージの変化 

  図３はダンスに対するイメージの変化を
グラフにしたものである。課題として挙げ
た「恥ずかしい」は減少したが、「難しい」
はほとんど減少しなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ ダンスに対するイメージ 
 

③言葉かけの効果 

  ダンスインストラクターによる言葉かけ
は、専門的な見地からとても具体的であっ
たため、生徒も非常にわかりやすく、アド
バイスを受けた後の動きの変化が顕著だっ
たグループも多くあった。 

  どのような場面でどのような言葉かけを
したらよいのか、ポイントをまとめた「言

葉かけ集」を作成し、教師の効果的な指導
につながるようにしていくこととした。 

 
（３）教材ＤＶＤの作成 
 最近はダンスに関する資料として、様々な
ビデオ教材が市販されている。しかし、中学
校の授業のねらいにあった、より生徒の実態
に即して活用しやすい教材、となると選ぶこ
とがなかなか難しい。 

 そこで、ヒップホップダンスの基本的なス
テップを収録したＤＶＤ教材を作成し、市内
全中学校に配付することとした。 

 内容は、「ダウン」など基本的なステップを、
前後と横の三方向から見られるよう、３名同
時に踊る形式で撮影するとともに、基本的な
ステップを組み合わせた応用編も加えたもの
とした。映像だけだとわかりにくい部分もあ
ると考え、ステップの説明書も作りＤＶＤに
添えた。 

 なお、教材の活用が図れるよう、各中学校
の保健体育科教員が参加する教育課程研究会
保健体育部会の折に、学校教育課の保健体育
担当の指導主事より作成趣旨を説明の上、配
付することとした。 

 

３ ２年次の実践 

（１）１年次の課題の整理 
 １年次の課題であった「難しさ」「恥ずかし
さ」の原因について分析した。また、授業に
対する関心・意欲を高める手立てについて考
察した。 

 

①指導内容の明確化（学習カードの活用） 

  まず、「難しい」への対応として、基本の
ステップをきちんと教え、初歩から徐々に
難易度を上げていくことで難しさを払拭さ
せるようにした。 

  保健体育科の授業では、日常的に学習カ
ードを活用している。そこで、学習カード
に各ステップの動きを分解した解説を載せ

(%) 

(%) 
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るとともに、それぞれの動きができたかチ
ェックする欄を設け（図４）、互いに見せ合
えるようにした（資料２‐②を参照）。 

  また、各ステップの動きを細分化するこ
とにより、教師の指導と評価のポイントを
より明確にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図４ 学習カード「ステップの解説・チェック欄」 
 

②「見せる」から「踊る楽しさ」へ 

  授業前の意識調査（後述３－（６））の自
由記述欄から、ダンスというと「運動会で
踊るもの」というイメージが強く、「人に見
せるもの」「踊らされているもの」といった
感覚をもっている生徒が多いことがわかっ
た。 

そこで、今回の授業では、上手に踊るこ
とよりも、仲間とリズムにのって楽しく踊
ることをねらいとした。「見せるダンス」で
はなく、生徒自身が「踊って楽しめるダン
ス」を味わうことにより、「恥ずかしそう」
というイメージが徐々になくなり、踊る楽
しさを感じることができるのではないかと
考えた。 

 

③「友達と一緒に踊り、創る」 

  授業に対する関心・意欲については、ダ
ンススクールの子どもたちの楽しさの要因
の一つである「友達と一緒に踊れる」に着

目し、お互いにステップのチェックをした
り、グループで一緒にダンスを考えたりと
いったコミュニケーションを図る時間を多
く設けるようにした。 

 

（２）教師の実態（実施前） 
 ２年次の検証授業実践校であるＢ中学校保
健体育科の教員は４名（男性２名、女性２名）
で、ベテランの女性教員１名を除き、残りの
３名については、ダンスを習った経験も無く、
ダンス指導も未経験である。 

Ｂ中学校ではこれまで現代的なリズムのダ 

ンスを行っておらず、その指導は初めてであ
る。特にダンスの指導が未経験な教員からは、
「どのように教えていけばよいのか、何を準
備すればよいのか分からない」「全くイメージ
が湧かず不安」という声が聞かれた。 

 市内の学校を見ても、多くは、現代的なリ
ズムのダンスを行っているが、専門的にダン
スを教えられる教員は少なく、ダンス指導未
経験者も多くいる。そのような中で、「戸惑い
ながら進めている」「何を教え、どのように評
価してよいか全く分からない」「学習カードは
どんな内容にしたらよいか分からない」など、
指導・評価に戸惑っている現状がある。 

また、ヒップホップダンスを行っている学 

校は少なく、行っていても「ヒップホップダ
ンスを習っている生徒が指導する形で授業を
行っている」「ステップは教科書を見て紹介す
る程度」など、指導に対する自信のなさがう
かがわれる。 

 そこで、指導内容をより明確化することに
より、教える側も教わる側も、何を指導し何
を学習するのか、何を評価していくのかをわ
かりやすくすることとした。 

 

（３）単元計画の作成 
 １年次の検証結果や、Ｂ中学校生徒への授
業前の意識調査結果を踏まえ、「単元指導計
画・評価計画」「学習指導案」「学習カード」
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の作成を行った。意識調査の具体的な内容・
結果については、３－（６）で述べる。 

 Ｂ中学校の事前調査でも、５割を超える生
徒が「楽しそう」と感じている反面、「難しそ
う」が６割超、「恥ずかしそう」とイメージし
ている生徒が３割を超えた。そこで、次のよ
うな手立てをとることとした。 

 

① 指導内容の明確化（段階的指導） 

  自由に作品を作って終わりとするのでは
なく、全員の生徒に基本のステップを教え、
その上で、生徒の自由な発想を生かす単元
計画を立てた。基本のステップは簡単なも
のから始め、徐々に難しいものになるよう
にした。 

 

② ステップの指導の工夫 

  基本ステップの一斉指導には、１年次に
作成したＤＶＤ教材を利用した。また、１
グループで１台、総合学習センターの貸し
出し用タブレットＰＣを使用し、一斉指導
後に個人やグループで基本ステップの確認
を行うこととした。 

 

③ 恥ずかしさをとり除くための方策 

ウォーミングアップの段階から音楽をか
け、体ほぐしの要素を取り入れながらペア
での活動をすることで、心と体を解放でき
るようにし、恥ずかしさをとり除いていく
工夫をした。 

  また、「見せるため」のダンスではなく「自
分が楽しむため」のダンスであることを生
徒に伝えて、単元のねらいを示した。 

 

④ 生徒同士のコミュニケーションを図る
ための支援 

今回の授業では、学習カード（図５）に
「基本ステップのポイントやチェック欄」
を設け、「組み合わせや隊形移動例」を提示
した。生徒同士が身体を動かしながら主体

的に学び合える手だてや、グループでの活
動を取り入れることで、ダンス領域で育成
することが期待されているコミュニケーシ
ョン能力の向上を図っていくこととした
（資料２を参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 「学習カード」Ａ３版両面刷で作成 

 

（４）指導上の工夫点 
生徒が主体的に授業に取り組めるように、

次のことにも取り組んだ。 

 

① １年次に作成した言葉かけ集の利用 

１年次に作成した言葉かけ集を参考にし、
グループでの創作活動中に、動きが固まっ
てしまうグループなどへの働きかけを行う。 
 

② 見本の例示 

基本のステップの習得後、基本のステッ
プを使いながらグループ創作を行うが、そ
の活動へのイメージや見通しをもたせるた
め、実際に踊りの例示を行う。 

 

③ 選曲 

ウォーミングアップ、基本ステップの習
得場面、グループ創作では、同じ曲を使用
した。 

研究員（ダンスインストラクター）のア
ドバイスをもとに、初心者でもリズムを取
りやすく、なじみやすい流行の曲を選んだ。  
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（５）検証授業の実践 
検証授業の実践はＢ中学校第１学年 259名 

（男 138 名、女 121 名）の生徒に対して行っ
た。Ｂ中学校１年生７クラスの保健体育の授
業は、50 分授業が週に３回あり、２クラス又
は３クラス合同で行った。ヒップホップダン
スの授業は全６回実施した。期間は 11 月 20

日～12 月 4 日であった。 

 

① １時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒップホップダンスの歴史や今回の授業
で取り組む内容について説明を受け、授業
の見通しをもった。 

導入では、体ほぐしを行った。教員の動
きの真似やペアで手をつなぎ曲に合わせて
１曲踊りきるなどしながら、リズムに体を
慣らした。ダンスを「やりたくない」「恥ず
かしそう」「難しそう」と思っている生徒も
興味がもてるように配慮するとともに、こ
れらは、ダンス未経験者の教員でも十分指
導できる内容で、授業の導入としては有効
であった。 

  その後、ヒップホップダンスの基本ステ
ップのうち難易度の低い４つのステップ、
「ダウン」「ダウンサイドステップ」「ダウ
ンニーアップ」「フォーステップ」を、学習
カードやＤＶＤを使用しながら説明し、練
習もＤＶＤを見ながら全員一斉に行った。
（ステップの詳細は、資料２‐②を参照） 

 

 

② ２時間目 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究員（ダンスインストラクター）が講
師として参加し、基本ステップ４つの復習
と難易度の高い３つの基本ステップ、「サイ
ドランニングマン」「ポップコーン」「ラン
ニングマン」を一斉に練習した。（ステップ
の詳細は、資料２‐②を参照） 

基本のステップの学習が終わったところ
で、生徒が次回からのグループ創作活動や
発表に向けての見通しをもてるよう、学習
カードの組み合わせ例を参考に、８呼間×
８のグループダンスを教員が披露した。 

 

③ ３時間目～５時間目 

 

   

 

 

 

 

 

 

３時間目は基本ステップの確認や組み合
わせの練習後にグループ毎に分かれ、創作
活動を行った。学習カードの参考例やＤＶ
Ｄを活用し、自主的に取り組むグループが
ほとんどであった。 

４時間目には研究員（ダンスインストラ
クター）が参加し、グループの活動へアド
バイスを行うなど支援した。 

５時間目には３～４会場設定し、徐々に

〔オリエンテーション、基本ステップ〕
・学習の流れの理解 

・ヒップホップダンスについて 

・準備運動 

・基本的なステップ 

 ダウン ダウンサイドステップ 

 ダウンニーアップ フォーステップ
・学習カードの記入 

〔基本ステップ２〕 

・１時間目の復習 

・難易度の高い基本的なステップ 

 サイドランニングマン 

 ポップコーン ランニングマン 

・組み合わせ例の紹介（次時の予告） 

・学習カードの記入 

〔グループ創作活動〕 

・基本的なステップの練習 

・組み合わせステップの練習 

・グループ毎の創作活動 

・中間発表 

・学習カードの記入（４・５時間目）
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完成間近だったグループ毎のダンスの中間
発表を行った。 

５時間目の時点でほとんどのグループが
完成していた。そのため、時間に余裕があ
ったグループは最後のポーズにも時間をか
け、腕の位置や身体の向き、配置について
話し合い、熱心に練習していた。仲間と最
後に決めポーズを合わせて終えることで、
達成感を味わう機会となった。 

 

④ ６時間目 

 

 

 

 

 

グループで創作したダンスの発表会を行
った。また、発表を見て他のグループや個
人の良い部分を学習カードに記述した。最
後に、ヒップホップダンス授業全体の感想
を学習カードに書いて終了した。 

学習カードへの感想・反省・課題等の記
述は、１・２・４・５・６回目の授業に行
い、３時間目はグループ活動に時間をかけ
ることとした。 

 

（６）授業前・後の生徒の意識調査 
 授業前後の、生徒のヒップホップダンスの
授業に対する意欲及びヒップホップダンスに
対するイメージの変化を比較するとともに、
１年次に効果が出ず課題となった部分を修正
したＢ中学校における手立てが有効であった
かを検証するため、授業の中でアンケートに
よる意識調査を行った。 

 調査対象はＢ中学校第１学年男女 259 名、
期間は事前調査が 10 月 28 日～11 月１日、
事後調査が 12 月４日～６日であった（有効
回答数：事前事後ともに 245 名）。 

 調査項目は１年次と同様に、①ヒップホッ 

プダンスの授業に対する意欲について調べる

４項目（図４）、②ヒップホップダンスのイメ
ージについて調べる８項目に 

 

 

を加えた９項目（図５）とした。なお、イメ
ージについては、複数回答可とした。また、
生徒の実態をより細やかに捉えるため、①に
「その理由」を、②に「その他」の記述欄を
それぞれ設定した。 

 

① 授業に対する意欲の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図６ ヒップホップダンス授業に対する前・後の 
意欲の比較 

 

図６は授業前後の生徒のヒップホップダン
ス授業に対する意欲をグラフに示したもので
ある。これによると、授業前では「とてもや
りたい」「やってもいい」という肯定的な生徒
が 65％、「できればやりたくない」「やりたく
ない」という否定的な生徒が 35％となり、割
合が２：１であった。主な肯定的な理由とし
て、「前から憧れていたし、かっこいいと思う
から」「友だちと一緒に同じ動きをして団結力
を高められそうだから」「ＴＶでやっているよ
うにできたらすごいと思うから」「普段やれな
いことだからやってみたい」などが挙げられ
た。一方、否定的な生徒の主な理由としては
「あまりうまく動けないから」「かっこいいけ

・友だちと一緒におどれそう 

〔発表会〕 

・発表前の事前練習 

・発表会 

・まとめ（学習カード）

(%) 
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ど難しそうだから」「ダンスは高度な動きをた
くさんしそう」「苦手だし出来る人と出来ない
人の差が激しそうだから」「見られると恥ずか
しそうだし恥をかきそう」「曲のリズムに合わ
せることやステップ自体が難しそう」であっ
た。 

授業後での意識調査と比較すると、「とても
やりたい」「やってもいい」という肯定的な生
徒が 84％、「できればやりたくない」「やりた
くない」という否定的な生徒が 17％となり、
割合が５：１で、ヒップホップダンスの授業
に対して肯定的な意欲の生徒が増えた傾向と
なった。 

「とてもやりたい」生徒の主な理由として
共通しているのは「楽しさを実感できた」こ
とであった。「友だち」「みんな」「仲間」と「協
力」することによる楽しさ、最初は「できな
かった」から「できるようになった」時の楽
しさ、「他のグループを見る」「仲間の頑張り
を認める」などの多様な楽しみ方も見られた。 

「やってもいい」生徒の理由では「恥ずか
しい」や「難しい」という思いの中にも、「他
の人と」「別の曲で」やりたいという新たな楽
しみ方を考える生徒も見られた。 

「できればやりたくない」「やりたくない」
という否定的な生徒の主な理由としては、仲
間の存在による「恥ずかしい」、ついていけな
いので「難しい」が圧倒的に多かった。 

最初はヒップホップダンスに対して、否定
的で恥ずかしくて難しいものとして捉えてい
た生徒の学習カードからも、「やってみるとで
きた」「みんなで合わせることは楽しい」「全
力で楽しんだ」など、否定的なイメージから
肯定的な意欲への変化も読み取ることができ
た。 

 

 

 

 

 

② ダンスに対するイメージの変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ ヒップホップダンスに対するイメージの 
事前・事後比較 

  

図７は生徒のヒップホップダンスに対する
授業前後のイメージをグラフに示したもので
ある。これをみると「楽しそう」「一緒におど
れそう」が授業前と比較して授業後には大幅
な増加が見られた。 

授業前では「難しそう」という否定的なイ
メージが１番多い回答だったため、何が難し
いのか、事前アンケートで「難しそう」と答
えた生徒を中心に昼休みや授業の中で直接イ
ンタビューをしたところ、「テンポに合わせる
こと」「覚えることが多そう」「ステップ」が
難しそうという意見につながっていることが
わかった。授業後には「難しそう」「恥ずかし
そう」「つまらなそう」という否定的なイメー
ジが大きく減少した。 

 

＜授業後の生徒の反省・感想＞ 

～学習カードの記述より～ 

【仲間との協力】 

・最初ヒップホップダンスは難しそうで嫌だ
なと思ったけど実際やってみるとすごく楽
しくて仲間との団結力が強まったと思いま

(%) 
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した。 

・最初どうなるかと思ったけど、やっていく
うちにみんなで話していけるようになって
最後まとまってみんなでおどることが出来
て良かった。ダンスは思ったよりも楽しか
った。基本のステップもできるようになっ
てうれしかった。発表が終わっても家で練
習するようにした。 

 

【恥ずかしい・苦手→楽しい】 

・ダンスをやる前は「恥ずかしいな」「嫌だ」
と思っていたけどやり始めたらみんなノリ
ノリで楽しく踊れました。 

・ダンスをやる前はやってみたいけど恥ずか
しいし難しそうだと思っていたけど、今は
恥ずかしさも少しあったけど１人ではなく
仲間と協力してダンスをやれば恥ずかしい 

というよりすごく楽しかったし、仲間との
絆も深まったし、笑い合えたのでダンスを
やって本当によかったと思いました。 

 

【できるようになった喜び】 

・やっぱりヒップホップは難しかったけどそ
の難しい技が出来たときうれしかったです。 

・最後のポーズは大変だった。皆でちゃんと
ダンスができた。うれしかった。ダンスが
苦手だったが今回でちょっと得意になれて
よかった。 

 

（７）教師の意識 
授業実践前にはなかなか時間が合わず、授

業内容について教員同士の打ち合わせに多く
の時間を費やすことができなかった。基本ス
テップのＤＶＤや学習カードなど、授業の流
れが具体的にはなっていたが、実際にヒップ
ホップダンスを指導することに対しては、「自
分自身が基本ステップをできないのに教える
ことができるのか不安」「指導するのが初めて
戸惑いながら進めることになりそう」「生徒が
発表できるほどのダンスとなるのか分からな

い」「どんな声かけをすればいいのか分からな
い」など戸惑いや不安の思いが強かった。 

授業が始まると、ＤＶＤや学習カードを駆
使しながら指導していくことで、「教員自身も
楽しみながら取り組むことができた」「学習の
流れが明確だったのでスムーズにグループ活
動までもっていけた」などの声があった。ま
た、「ＤＶＤのおかげで、生徒が観ながら取り
組めて助かった」「研究員の方が基本ステップ
を一斉に指導してくださり内容の濃いステッ
プ練習となった」「グループ活動の充実には基
本ステップが重要であることが確認できた」
など、ＤＶＤ活用の成果や基本ステップの指
導法例などを学ぶ良い機会となっていた。 

ヒップホップダンス授業終了後、実際に指
導をしてみて、ダンスの授業に対してどのよ
うに感じているかインタビューしたところ、
「今までは教える機会が無かったが、これか
らは、ダンスの楽しさを実感できたので、今
回の授業をベースにダンスの授業に意欲的に
取り組んでいきたい」「生徒と一緒に踊ること
で生徒も楽しみながら授業に参加できている
ことが分かったので、今後はアレンジを加え
自分なりのダンス授業が展開できるようにし
たい」「曲に合わせて踊る楽しさを改めて実感
できた」など授業前の意識と比較すると大き
なプラスの変化が見られた。 

 

（８）考察 
① 効果的であったこと 

 ・指導内容の明確化 

基本ステップのポイントやステップの組
み合わせ、隊形移動など学習カードの内容
が、生徒の自主的な活動につながった。 

基本のステップ → 基本ステップの組み
合わせ → グループ発表という基礎から応
用へ、簡単から複雑への授業の流れが良く、
発表の質は各グループともレベルの高いも
のとなった。 

 ・ＤＶＤ教材の活用 
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今回使用した１年次作成のＤＶＤは、３
方向（前・後ろ・横）からのアプローチで、
見やすく、分かりやすかった。初めて教え
る教員もＤＶＤを参考にステップをできる
ようになった。 

見本として実際の動きを見ることで、イ
メージが湧きやすく、運動が苦手とする生
徒でも意欲的に取り組む姿勢が見られた。
音楽に合わせて動くということを楽しんで
いた。 

 ・自己評価、他者評価の視点 

自分たちの動きをタブレット PC に撮り、
動きを見ながら取り組むことで、できてい
るか確認しながら踊ることができていた。 

学習カードのステップのポイントなどか
ら、他グループの踊りを観て、良い点や工
夫点を見つけることができていた。 

 

以上のようなことから、授業以外にも、昼 

休みや家で練習をするほど、意欲的に取り組
む姿が見られた。 

 

② 課題として残ったこと 

・より活用しやすいＤＶＤ教材の作成 

ステップ毎にチャプター化されていると
練習場面でより再生しやすい。また、映像
のみでなく、音声でのステップ解説がある
とより指導しやすい。 

・基本ステップの汎用化と選曲 

ＤＶＤのテンポで練習した後に様々な曲
での練習ができると、もっと踊っている感
じが出て、生徒の意欲・自主性が増すので
はないか。選曲も学習意欲を高める要素の
一つと考える。 

 ・時間数設定の見直し 

今回のヒップホップダンス授業は全６回
の計画のなかで、グループ活動の時間を３
時間設定した。もう少し時間を保障するこ
とで、グループ活動の深まりや作品の高ま
りが期待できるのではないか。７時間扱い

が良いと考える。 

 

Ⅲ 研究成果と今後の課題 

１ 成果 
（１）指導内容の明確化 

１年次の課題を生かし、生徒にとっての
「難しさ」は何かを探り授業計画を立てた。
１年次も指導内容の明確化を図ったが、２
年次は難しさを払拭できるよう、指導内容
をさらに明確化することをめざした。具体
的には、ステップを簡単なものから難度の
高いものにしていった。その結果、できた
という達成感を味わう生徒が多く、難しい
と感じる生徒は少なくなった。 

  また、学習カードも生徒自ら学習に取り
組みやすいものにしたため、ダンスを自分
たちで作り上げていく楽しみも感じられた。
そのため、ダンス教室の子どもたちが魅力
としてあげている「友達と一緒に踊ること
が楽しい」と感じる生徒が増えたことも２
年次の授業の成果と言えよう。 

  また、ダンス教室の子どもたちは、「難し
さ」「気持ちいい」といった項目について楽
しさを感じているが、これはかなり高度な
内容であると考える。授業の中で一部の生
徒は難しさに挑戦し、気持ちいい感覚を身
につけた者もいたが、授業レベルでそこま
で追求するのは難しい。今回の授業では、
難しさを克服し、楽しいという感覚を味わ
った生徒が多くいたことから、この部分に
ついても成果と言えるのではないかと考え
る。 

  一方、教える教師側から見ると、指導す
る内容が明確であると、評価もしやすくな
る。特に基本のステップは、具体的にどう
動いたらよいのか文章化したので、器械運
動などで、どこを見ていったらよいのかと
同じように見る観点をはっきりすることが
できた。そのため、ダンス専門の教師でな
くとも視点が明確になり、何をどう指導し、
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どう評価したらよいのかわかりやすいもの
となった。 

 

（２）「見せる」ダンスから「踊ることの楽し
い」ダンスへ 

  前述のとおり、生徒にとって、ダンスと
いうと「人に見せるもの」というイメージ
が強く、その意識が「恥ずかしさ」につな
がっていた。 

  ２年次の授業においては、「恥ずかしさ」
を取り除く様々な手立てをとったが、中で
も「自分たちが楽しむためのダンス」とい
うねらいを各教師が共有して持ち続け、指
導に当たったことによる成果が大きかった
と考える。 

  そのため「恥ずかしい」「苦手だ」と言っ
ていた生徒でも、多くが「楽しい」「またや
ってみたい」と肯定的なイメージをもてる
ようになってきた。 

  これは「発表ありき」の学習ではなく、
生徒に、十分に踊る楽しさを味わわせた上
で発表会を行ったことも恥ずかしさを取り
除く手立てとして有効であったと考える。 

 

（３）「集団的活動や身体表現を通したコミュ
ニケーション能力の育成」の視点 

  ダンスは、コミュニケーション能力を養
うのによい題材であるといわれているが、
今回の研究を通して、ダンスが楽しい、も
っとダンスの授業をやりたいという生徒の
多くは「友達と一緒に踊ることができて楽
しかった」と回答していた。 

  ダンス教室の子どもたちが感じているよ
うに、ダンスを楽しめた生徒も、自分一人
で踊るよりも、友達と一緒に踊る楽しさを
感じていた。 

今回の授業で全員の生徒のコミュニケー
ション能力が向上したとは言えないが、多
くの生徒が他者との関わりをもちながら活
動していた。グループで行ったダンスの練

習や創作活動などの身体表現が、コミュニ
ケーション能力を養うために効果的であっ
たのではないだろうか。 

ダンスは万能ではないが、他者との関係
を育み、コミュニケーション能力を高める
のにはよい教材の１つであるということは
指導した教師が実感したことである。 

 
（４）指導用ＤＶＤの作成 
  １年次に作成した指導用ＤＶＤは、巻き

戻しが容易でない点やビデオ内に説明がな
いなど、実際に使用してみると不備な点が
見られた。 

  ２年次はそういった課題を修正したＤＶ
Ｄを作成した。また、今回は、ダンスの授
業を受けた生徒に出演してもらった。ダン
スの専門家が模範演技をするよりも身近に
感じられ、授業で活用する際の意欲喚起に
つながるのではないかと考える。これも市
内全中学校に配付する予定である。 

 

（５）実践例および学習カードなどの作成 
  ２年次には、「中学校第１学年および第２

学年『現代的なリズムのダンス』実践例」
（資料１）と「学習カード」（資料２）、「言
葉かけ集」（資料３）を作成した。 

  実践例は、単元及び１単位時間ごとの指
導計画・評価計画で構成した。 

指導と評価は一体である。思考・判断な
ど評価の各観点は、学習カードのどこを見
取るか、技能の何を指導し、いつ、どう評
価するのか、具体的に記述した。 

  今回作成したＤＶＤと併せて活用すれば、
ダンス指導の経験の少ない教師も指導の視
点を明確にしやすいのではないかと考える。 

 

２ 課題 
（１）学習環境の整備 

 ２年次の実践では、総合学習センターの
貸出用タブレットＰＣを利用した。生徒自
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ら動画を再生したり、自分たちの動きを撮
影したりして見直せるようにした。 

また、ダンスインストラクターが直接ス
テップを指導したり、アドバイスを与えた
りしたことにより、生徒の動きは格段によ
くなっていった。 

  こういった学習環境は、条件が合わなけ
ればなかなか設定できるものではないが、
本研究で作成した資料、教材等を授業づく
りに活用していただけたらと思う。 

 
（２）評価について 
  今回の実践で作成した授業案では、実際

に授業を行ってみると、計画どおりにはい
かないところがあった。より妥当性のある、
有用な評価計画をめざし、改善していく必
要があろう。 

  また、「運動についての思考・判断」につ
いては、生徒の動きの変化で見取ろうとし
たが、生徒の動きの変化が「思考・判断し
た上で行動したもの」か「たまたまできた、
動けた」だけなのか判断が難しい。「思考・
判断」については、学習カードへの記入や
発言などから評価していく必要があると考
える。 

 

（３）研究の交流・伝達 
今回の研究で成果のあった部分を学校に

伝え、よりよいダンスの授業づくりに向け
て共有していきたいと考える。研究成果を
広く還元することは難しい面もあるが、各
中学校の保健体育科教員が参加する場面を
活用するなどより効果的な伝達方法を考え
ていく必要がある。 

本研究で提案するＤＶＤ等の成果物を有
効に活用していってほしいと思う。 

 

最後に、ダンス指導に自信を持てる教師
が増えていき、各校で工夫を凝らした実践
が行われることで、「ダンスって楽しいな」

と感じる生徒が増えることを願っている。
それが、ひいては豊かなスポーツライフの
実現への一助となることであろう。 

＜参考文献＞ 
・「中学校学習指導要領解説 保健体育編」 

文部科学省（2008 年 東山書房） 

・「小学校学習指導要領解説 体育編」 文部
科学省（2008 年 東洋館出版）  

・「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善の
ための参考資料【中学校 保健体育】」 国
立教育政策研究所教育課程研究センター
（2011 年 教育出版） 

・「－新学習指導要領－中学校保健体育【ダン
ス指導のためのリーフレット】」新学習指導
要領に基づく中学校保健体育科における
『ダンス』リーフレット作成委員会（2011

年 文部科学省） 

・「学校体育実技指導資料 第９集 表現運動
系及びダンス指導の手引」 文部科学省
（2013 年 東洋館出版） 

・「動く 見つける 創る －中学校・高等学
校のダンス教育」監修：平井タカネ 編著： 

 碓井節子 内山明子 殿谷成子(2012 年 
晩成書房) 

・「教育技術 MOOK よくわかるＤＶＤシリ
ーズ 新学習指導要領対応 表現運動－リ
ズムダンスの最新指導法」編著：村田芳子
(2012 年 小学館) 

・「めざせ！ダンスマスター①表現・創作ダン
ス」監修：村田芳子(2012 年 岩崎書店) 

・「中学校 ダンス指導のコツ」監修：菊地由 

見子(2012 年 ナツメ社) 
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中学校第 1 学年および第２学年「現代的なリズムのダンス」実践例 
１ 授業の基本的な構想 
（１） 授業のねらい 
  現代的なリズムのダンスでは、リズムに乗って全身で自由に弾んで踊る楽しさや爽快感をも

てるようにしたい。そのためには、人前で踊る恥ずかしさを取り除いたり、難しさや苦手意識
を軽減したりする必要がある。また、自分を表現するためには、楽しい、気持ちいいといった
感じをもつことも大切である。 

  本事例では、ヒップホップダンスを題材にして、基本のステップの習得から、自由な踊りを
仲間と一緒に踊ったり、見せ合ったりする活動まで、一連の流れを例示する。 

（２）授業づくりの考え方 
本事例では、「見せるダンス」ではなく、「踊るって楽しい」ということを生徒に味わわせ

たいと考える。生徒にとって、ダンスというと「運動会で踊るもの」というイメージが強く、「人
に見せるもの」「踊らされているもの」といった感覚をもっている者が多い。そこで生徒自身が踊
る楽しさを味わい、ダンスは楽しいと思えるような授業づくりを考えていく。 

ウォーミングアップの段階から音楽をかけ、体ほぐし的な要素を取り入れながら、生徒の
心と体を解放できるようにし、恥ずかしさを取り除いていく。また、全員に基本のステップ
を指導するが、初歩的な簡単なステップから徐々に難易度を上げていくようにする。また、
しっかりステップができなくとも、「楽しく踊る」ことをねらいとすることにより、難しそう
というイメージを払拭し、踊る楽しさを伝えていく。 

  決められた動きばかりでなく、グループごとに創作する時間をとり、生徒の自由な発想も
生かせるようにするとともに、みんなで作品を作る楽しさを味わわせる。ただし、手立ての
ないまま「さあ、踊りなさい」と言っても動きが滞ってしまう場合がある。そのため、ステ
ップのポイントや基本ステップの組合せ例、隊形移動例などを学習カードで提示するととも
に、互いに見せ合いをし、参考にし合えるようにする。 

ダンスの重要な要件である「コミュニケーション能力の向上」については、基本のステッ
プの確認のし合いやグループでの活動、同じ動きでの一体感などの活動を意識的に取り入れ
ていく。また、お互いのよい動きを指摘しあう活動を取り入れることにより、よりよい人間
関係を構築していけるようにしたい。こういった活動を重ねることにより、生徒のコミュニ
ケーション能力の向上を図っていきたい。 

 
２ 単元目標 
  ・ヒップホップダンスダンスの基本的なステップを身に付け、それを組み合わせて作品を作 

ることができるようにする。 
  ・仲間と協力し、表現をする楽しさを味わうことができるようにする。 
 
３ 評価規準 

運動への 
関心・意欲・態度 

運動についての 
思考・判断 運動の技能 運動についての 

知識・理解 
①ダンスの学習に積極

的に取り組もうとし
ている。 

②よさを認め合おうと
している。 

 

①課題に応じた練習方
法を選んでいる。 

②発表の場面で、仲間
のよい動きや表現な
どを指摘している。

 

①ヒップホップのリズ
ムの特徴を捉え、変
化のある動きを組み
合わせて、リズムに
乗って全身で踊るた
めの動きができる。

①ヒップホップダンス
の特性について、学
習した具体例を言っ
たり書き出したりし
ている。 

 

資料１ 
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４ 指導と評価の計画 

時
間

 学習の目標と活動 
学習活動における具体の評価規準 

評価方法 関心・意
欲・態度

思考・
判断 

運動の
技能 

知識・ 
理解 

は
じ

め
 

２
時

間
 

【オリエンテーション】 
１．学習のねらいや道すじ、具体的

な進め方について理解する。 
２．ダンスの特性について理解する。
 
【ねらい１】 
▽基本的なヒップホップダンスのス

テップを覚える。 
１．ダンスウォーミングアップをす

る。  
２．基本的なステップを練習する。
 

 
① 

 
 
 
 
 
 
 

① 

  
 
 
 
 
 
 

① 

（関心・意欲・
態度） 

・観察 
・学習カードへ

の記入 
 
（思考・判断）
・発言 
・学習カードへ

の記入 
 
（知識・理解）
・発言 
・学習カードへ

の記入 
 

な
か

 
 

４
時

間
 

【ねらい２】 
▽班で協力してダンスを創作する。
１．基本のダンスを生かし、班で隊

形等を考え創作する。 
２．踊りのアドバイスを受ける。 
 
【ねらい３】 
▽班で修正をしながら、発表の準備

をする。 
１．班で踊り込みを行う。 
２．教師の前で発表したり、班同士

で発表しあったりして、アドバイ
スを受ける。 

 
② 
 
 
 
 
 

① 
 

 
① 
 
 
 
 
 

② 

  （関心・意欲・
態度） 

・観察 
・学習カードへ

の記入 
 
（思考・判断）
・発言 
・学習カードへ

の記入 
 

ま
と

め
 

１
時

間
【学習のまとめ】 
▽自分の班の作品を発表する。 
１．他の班の作品を鑑賞する。 
２．鑑賞カードを記入する。 
３．学習の振り返りを行う。 

  
② 

 
① 

 （技能） 
・観察 
 
（思考・判断）
・発言 
・学習カードへ

の記入 
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５－１ 本時の目標と展開（ １／７時間 ） 
（１）本時の目標 
  ・ヒップホップダンスの特性について理解する。 
  ・基本的なステップを覚える。 
（２）展開 
 学習の目標と活動 

（学習内容・学習活動） 教師の指導・支援 評 価 

は
じ

め

15分
 

○ダンスの学習の流れの説
明 
・ダンスの特性や授業の具

体的な進め方を理解す
る 

○準備運動 

・学習の目標や道すじ、具体的な進
め方について説明する。 

・ダンスの特性や歴史などについて
説明する 

・生徒が楽しく取り組めるよう音楽
を使って体を動かす。 

 

な
か

 
 

 

30分
 

 
 
 
 
・基本的なステップを覚える 
 「ダウン」 
 「ダウンサイドステップ」 
 「ダウンニーアップ」 

「フォーステップ」 

 
 
 
 
・ダンスＤＶＤを使用する。 
・上手に踊れなくとも、楽しく踊る

ことの大切さを伝える。 
 

 
 
（関心・意欲・態度 

①） 
・観察 
・学習カードへの記 
 入 
 

ま
と

め
 

５
分

 

○学習の振り返り 
 ・本時を振り返り、学習カ

ードに記入する。 
○次時の連絡 

・初めてヒップホップダンスに触れ
た生徒もいるので、率直な感想を
聞く。 

 

 
 
 
５－２ 本時の目標と展開（ ２／７時間 ） 
（１）本時の目標 
  ・基本的なステップを覚える。 
（２）展開 
 学習の目標と活動 

（学習内容・学習活動） 教師の指導・支援 評 価 
は

じ
め

 
 

10分
 

○本時の説明 
 ・本時の具体的な学習につ

いて説明を聞く。 
○準備運動 
 

・本時も基本的なステップを覚える
ことを伝える。 

 
・生徒が楽しく取り組めるよう音楽

を使って体を動かす。 

 
な

か
 

 
 

35分
 

 
 
 
 
・基本的なステップ（少し難

度の高い）を覚える 
 「サイドランニングマン」 
 「ポップコーン」 
 「ランニングマン」 
・生徒同士で、ステップのチ

ェックをしあう。 

 
 
 
 
・ダンスＤＶＤを使用する。 
・前時より難度が高いので、繰り返

し練習するとともに、完璧でなく
とも楽しく踊ることの大切さを
伝える。 

・学習カードを利用しながらチェッ
クしあう。 

 
 
 
（思考・判断①） 
・発言 
・学習カードへの記 
 入 

 

ま
と

め
 

 
５

分
 

○学習の振り返り 
 ・本時を振り返り、学習カ

ードに記入する。 
○次時の連絡 
 

 
・基本のステップを踊ったことにつ

いて具体的に感想を書かせるよ
うにする。 

 

 

 
 

ヒップホップダンスの基
本のステップを覚えよう 

ヒップホップダンスの基
本のステップを覚えよう 

－ 106 － － 107 －



 

- 108 - 

５－３ 本時の目標と展開（ ３／７時間 ） 
（１）本時の目標 
  ・基本的なステップを利用して、班でダンスを創作する。 
（２）展開 
 学習の目標と活動 

（学習内容・学習活動） 教師の指導・支援 評 価 

は
じ

め
 

10分
 

○本時の説明 
 ・本時の具体的な学習につ

いて説明を聞く。 
○準備運動 
 

・本時はこれまでの基本的なステッ
プを組み合わせ、班ごとにダンス
を創作することを伝える。 

・学級の生活班を利用する。 
・生徒が楽しく取り組めるよう音楽

を使って体を動かす。 

 

な
か

 
 

 

35分
 

○基本のステップの復習 
 
 
 
 
・これまでの基本のステップ

を生かし班ごとにダンス
を創作する。 

 
 
 

・学習カードを利用して、班のメン
バーがどのステップができるの
かを確認させる。 

 
 
・６４カウントで作品を作らせる。
・話してばかりいないで、踊りなが

ら考えるようアドバイスをする。
・創作する際のヒントになる学習カ

ードを提示する。 
・必要に応じてビデオ撮影する。 
・これまで学習していないステップ

については、ＰＣを準備し、班ご
とにダンスＤＶＤをみることが
できるようにしておく。 

 
 
 
 
（思考・判断①） 

・発言 
・学習カードへの記 
 入 

 

ま
と

め
 

５
分

 

○学習の振り返り 
 ・本時を振り返り、学習カ

ードに記入する。 
○次時の連絡 
 

 
・班での活動について振り返らせる
 
 

 

 
 
 
５－４ 本時の目標と展開（ ４／７時間 ） 
（１）本時の目標 
  ・これまで創作したダンスを修正する。 
（２）展開 
 学習の目標と活動 

（学習内容・学習活動） 教師の指導・支援 評 価 

は
じ

め
 

 
 

10分

○本時の説明 
 ・本時の具体的な学習につ

いて説明を聞く。 
○準備運動 
 

・本時は前時までのダンスを修正し
ていくことを伝える。 

 
・生徒が楽しく取り組めるよう音楽

を使って体を動かす。 

 

な
か

 
 

 

35分
 

○前時までの確認 
 
 
 
 
・これまでのものを修正しな

がらよりよいダンスにす
る。 

・これまでの班で作成したダンスを
確認させる。 

・アドバイス集を参考にして、各班
にアドバイスをする。 

 
・必要に応じて、ビデオで自分たち

の姿を確認させる。 
・動きのよい班の踊りを参考にでき

るようにする。 

 
 
 
（関心・意欲・態度 

②） 
・観察 
・学習カードへの記 
 入 

ま
と

め
 

５
分

 

○学習の振り返り 
 ・本時を振り返り、学習カ

ードに記入する。 
○次時の連絡 

 
・アドバイスされたことを自分たち

のダンスに反映できたか振り返
る。 

 

 

班ごとにダンスを作りま
しょう 

ダンスを修正してよりよ
いものを作りましょう 
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５－５ 本時の目標と展開（ ５／７時間 ） 
（１）本時の目標 
  ・これまでの創作したダンスを修正する。 
（２）展開 
 学習の目標と活動 

（学習内容・学習活動） 教師の指導・支援 評 価 

は
じ

め
 

 
 

10分
 

○本時の説明 
 ・本時の具体的な学習につ

いて説明を聞く。 
○準備運動 
 

・本時はこれまでの前時までのダン
スを修正していくことを伝える。

 
・生徒が楽しく取り組めるよう音楽

を使って体を動かす。 

 

な
か

 
 

 

35分
 

○前時までの確認 
 
 
 
 
・これまでのものを修正しな

がらよりよいダンスにす
る。 

・これまでの班で作成したダンスを
確認させる。 

・アドバイス集を参考にして、各班
にアドバイスをする。 

 
・必要に応じて、ビデオで自分たち

の姿を確認させる。 
・動きのよい班の踊りを参考にでき

るようにする。 

（知識・理解①） 
・学習カードへの記 
 入 
・発言 

ま
と

め
５

分
 

○学習の振り返り 
 ・本時を振り返り、学習カ

ードに記入する。 
○次時の連絡 

 
・アドバイスされたことが、自分た

ちのダンスに反映できたか振り
返る。 

 

 
 
 
５－６ 本時の目標と展開（ ６／７時間 ） 
（１）本時の目標 
  ・これまでの創作したものを修正しながら、班のダンスを完成させる。 
（２）展開 
 学習の目標と活動 

（学習内容・学習活動） 教師の指導・支援 評 価 

は
じ

め
 

10分
 

○本時の説明 
 ・本時の具体的な学習につ

いて説明を聞く。 
○準備運動 

・これまでのダンスを修正したり、
踊りこんだりして完成させるこ
とを伝える。 

・生徒が楽しく取り組めるよう音楽
を使って体を動かす。 

 

な
か

 
 

 

35分
 

○前時までの確認 
 
 
 
 
・これまでのものを修正しな

がら完成させる 
 

・これまでの班で作成したダンスを
確認させる。 

 
 
 
・アドバイス集を参考にして、各班

にアドバイスをする。 
・必要に応じて、ビデオで自分たち

の姿を確認させる。 
・班ごとに見せ合い、お互いにアド

バイスし合うようにさせる。 

（思考・判断②） 
・発言 
・学習カードへの記 
 入 
（関心・意欲・態度 

①） 
・観察 
・学習カードへの記 
 入 

ま
と

め
 

５
分

○学習の振り返り 
 ・本時を振り返り、学習カ

ードに記入する。 
○次時の連絡 

 
・実際に動いてみて気付いたことや

感じたことを具体的に書かせる
ようにする。 

 

 
 
 

ダンスを修正して班で完
成させましょう 

ダンスを修正してよりよ
いものを作りましょう 
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５－７ 本時の目標と展開（ ７／７時間 ） 
（１）本時の目標 
  ・各班で創作したものを発表し合い、お互いのよさを見つける。 
（２）展開 
 学習の目標と活動 

（学習内容・学習活動） 教師の指導・支援 評 価 

は
じ

め
 

 
 

10分
 

○本時の説明 
 ・本時の具体的な学習につ

いて説明を聞く。 
○準備運動 
 

・班ごとに創作したダンスを発表し
合い、よさを見つけることを伝え
る。 

・生徒が楽しく取り組めるよう音楽
を使って体を動かす。 

 

な
か

 
 

 

35分
 

 
 
 
 
・班で創作したダンスを発表

し合う。 
・自分の班や他の班のよさを

見つけ合う。 

 
 
 
 
・これまでの班で作成したダンスを

確認させる。 
・発表を見るときは、動きばかりで

なく、動きの工夫や班の協力など
も視点にするように伝える。 

 
 
 
（思考・判断②） 
・発言 
・学習カードへの記 
 入 
（技能①） 
・観察 

ま
と

め
５

分
 

○学習の振り返り 
 ・本時および単元を振り返

り、学習カードに記入す
る。 

 
・単元全体を通して、感じたことを

具体的に記入するよう伝える。 
 

 

 
 

ダンス発表会をして、よさ
を見つけ合おう 
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基本ステップのチェックシート 友だちや先生に見てもらおう！ 
C → B → A →A○ の順に レベルが上がっているよ！ 
ステップ できばえ チェック欄 難易度

ダウン 

①足は肩幅より開き両膝をがに股で曲げる □ □ □ 

C ②両ひじも曲げ肩の高さまで引き上げる □ □ □ 

③上半身は猫背 □ □ □ 

ダウン 

サイド 

ステップ 

①足を閉じて右足を右に踏み出して２回ダウン。右足に揃えて２回ダウ
ン(左足を左に踏み出して 2回ダウン。左足に揃えて 2回ダウン)

□ □ □ 

B ②足を開いた時にダウンができる □ □ □ 

③足を閉じた状態でダウンができる □ □ □ 

ダウン 

ニー 

アップ 

①基礎のダウンに加え、上半身を左右に揺らす □ □ □ 

B 

②重心が乗っていない方の膝を曲げて自分の胸につけるよう
引き上げる（上半身が右に傾いている時は左膝を上げる） 

□ □ □ 

③膝を上げるとき真上に持ち上げている（内側に入らない） □ □ □ 

フォー 

ステップ 

①右足を右に１歩出し、左足を右足の後ろにクロスし、右足を左
足の右に出し、左足はその場で足踏み 

□ □ □ 

B ②左足を左に１歩出し、右足を左足の後ろにクロスし、左足を右
足の左に出し、右足はその場で足踏み 

□ □ □ 

③曲に合わせてステップをふむ □ □ □ 

難易度アップ！ 
ステップ できばえ チェック欄 難易度

サイド 

ランニング 

マン 

①重心は左に残したまま、右足を右に出してダウン □ □ □ 

A 

②右足を戻し重心を右に残したまま左足を左に出してダウン □ □ □ 

③左（１回ダウン）右（１回ダウン）左（２回ダウン） 

 右（１回ダウン）左（１回ダウン）右（２回ダウン） 

□ □ □ 

④足をしっかり閉じた状態から開く □ □ □ 

ポップ 

コーン 

①左足を前方に蹴り、その足を戻して右足を右に出す。 □ □ □ 

A ②右足を前方に蹴り、その足を戻して左足を左に出す □ □ □ 

③蹴る時に軸足を軽くジャンプし、①させる □ □ □ 

ランニング

マン 

①右膝を上げ、片足立ちになり右足を前方に、左足を後方に同
時に前後に開く 

□ □ □ 

A○ 

②左膝を上げ、片足立ちになり、左足を前方に、右足を後方に
同時に開く 

□ □ □ 

③軽くジャンプしスムーズに足の入れ替えをする（その場で行う） □ □ □ 

④手→両ひじを曲げて肩の高さまで引き上げた状態から、真下
に伸ばして降ろす 

タイミング→片足の時に肘を曲げ（軽くジャンプ）前後に開いた時
に伸ばす（ダウン） 

□ □ □ 
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【踊るリズムと長さ】 
 ダンスは８カウントを繰り返し数えながら進めていきます。 

今回の授業ではグループ毎に８カウント×８で発表してもらいます。 

 ８カウントの数え方 「イチ、ニィ、サン、シィ、ゴ、ロク、シチ、ハチ」 

           「イチ、ニィ、サン、シィ、イチ、ニィ、サン、シィ」 等 

【基本ステップの組み合わせ例】 
①ダウン→ダウンサイドステップ→サイドランニングマン→ポップコーン 

②ダウン→ダウンニーアップ→フォーステップ→ランニングマン 

③ダウン→サイドランニングマン→ランニングマン→フォーステップ 

 

【隊形例】 
 

 

 

 

 

 

 

【発表時の基本ステップの組み合わせを書こう】 
 

         →         →         →          →          

 

         →         →         →          →          

 

【発表時の隊形を書こう】 
 

 

 

 

 

 

 

 

【他のグループの発表を見ての感想（気づいた良い所）を書こう】 
例 ○○グループの○○さんの○○ステップはキレイにできていた                       
例 ○○グループの隊形や移動は面白く、曲に合わせながら６人の動きが揃っていた      等        
                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

 

 

１ ２ ３ 

４ ５ ６ 

１ ２ ３ 

４ ５ ６ 

１ ２ 

３ 

４ ５ 

６

１
２ ３ 

４ 

５ ６ 

１
２ ３

４ ５ ６

１２ ３

４
５

６

１

２
３ ４ 
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６ 
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２

３ ４ 

５ 

６ 
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授業の反省・感想・課題 

１   月  日（ ）   時間目  ２   月  日（ ）    時間目 

授業の準備片付け・・・・・  A  B  C 

意欲的な取り組み・・・・・  A  B  C 

仲間との協力・・・・・・・  A  B  C 

レベルの向上・・・・・・・  A  B  C 

授業の準備片付け・・・・・  A  B  C 

意欲的な取り組み・・・・・  A  B  C 

仲間との協力・・・・・・・  A  B  C 

レベルの向上・・・・・・・  A  B  C 

本時の授業内容・工夫した点や気づいたこと 本時の授業内容・工夫した点や気づいたこと 

  

  

反省・次への課題など 反省・次への課題など 

  

  

 

４   月  日（ ）   時間目  ５   月  日（ ）    時間目 

授業の準備片付け・・・・・  A  B  C 

意欲的な取り組み・・・・・  A  B  C 

仲間との協力・・・・・・・  A  B  C 

レベルの向上・・・・・・・  A  B  C 

授業の準備片付け・・・・・  A  B  C 

意欲的な取り組み・・・・・  A  B  C 

仲間との協力・・・・・・・  A  B  C 

レベルの向上・・・・・・・  A  B  C 

本時の授業内容・工夫した点や気づいたこと 本時の授業内容・工夫した点や気づいたこと 

  

  

反省・次への課題など 反省・次への課題など 

  

  

 

☆ヒップホップダンス授業の振り返り☆（自己評価）         当てはまる欄に○をつけよう 

  A：良くできた B：まあまあできた C：あまりできなかった D：全くできなかった  A B C D 

① 授業に積極的に取り組めた                            

② グループの仲間と互いに教え合ったり助け合ったりできた     

③ 目標のための練習ができた     

④ みんなと楽しく活動するために工夫した     

⑤ 基本的なステップは習得できた     

⑥ 基本的なステップを組み合わせた発表までできた     

 

☆ヒップホップダンスの授業を終えて個人の反省・感想☆ やってみてどうだったか・・やる前の印象と比べて・・・など 
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中学校ダンス 

授業で生徒が困っているときのアドバイス 
〔 言 葉 か け 集 〕 

 

● 振付けに関すること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同じ動きの 

繰り返しに 

なっている 

振付けが 

作れない 

前後列で違う 

振付けをしたい

が後ろの列の振

りが作れない 

作った振付けに

自信がない 

振付け、隊形が 

単調 

１人ずつ順番に８呼間×１をつくってみて。
ソロで踊ってもいいね。 

後半の繰り返している部分で、円になって隊形移動をし、
順番にポーズをつけてみたら？ 

後ろの列の人は前の列の動きを左右
反対にやってみよう。 

構成も振付けもしっかりしているから大丈夫！ 

横一列の動きが多いので、８呼間×１は隊形移動をし
て、次の８呼間は前列、後列で違うポーズをしてみよう。 

全体的には構成もいいよ。１か所、手がバラバラになっている
ところがもったいないな。こんな動き（手の動きを１つ教えて）を
付け加えてみたらどうだろう？ 

同じ振りのまま、後ろの列の人が回れ右をして後
ろ向きになってみたらどうかな。 

振りと振りの間が途切れてしまうね。手を叩くとか、リズム
を取りながらスムーズにつなげるようにしよう。 

前半は隊形も振付けもしっかりできているから、その
やりかたで大丈夫だよ。後半もその調子で！ 

資 料 ３ 
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● 隊形に関すること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 踊りの出来栄えに関すること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体的に自信が

ない 

隊形の見栄えが

よくない 

踊りの出来栄え

の質を高めたい 

隊形移動の方法

がわからない 

いい作品だね！表情も明るくてよかったよ！踊ると
き、一つひとつの動きにメリハリをつけ、大きく表現す
ると、もっとよくなるよ。ポーズもしっかり止まろう！ 

とても面白いね！隊形を変えたときに
前の人と重ならないようにしよう。 

振付けも構成もしっかりできていたので大丈夫だ
よ。みんなで合わせられるように練習しよう。 

小さく踊るともったいないよ。照れて下を向かない
で思い切り体を動かしてみよう。 

足を開くステップは、もっと大きく開いてみよう。ス
テップはみんなでそろえると恰好いいよ。 

音楽に合わせると慌てちゃうよね。先に、みんなで声
を出して、ゆっくりカウントをとりながら息を合わせて
練習してみよう。慣れたら音楽に合わせてみて。 

フォーメーションを変えるときには、正面から見
たときにきれいに見えるようにしよう。 

素になってただ歩くのはもったいないから、手を
叩くとか、リズムを取りながら移動しよう。 

最後の決めポーズは、正面から見てきれいにみえるように
練習しよう。鏡前で合わせたり、一人ずつ順番にみたりし
てみて！他のグループや先生にみてもらうのもいいね。

最後のポーズは、前列が低く、後列が高めにす
るとバランスがいいよ。 

手拍子や、走ったり、ターン（回り）しながら 
リズミカルに移動するといいよ。 

やりたいことがよく伝わってくるよ。隊形もきれい！音に合わせて、動きをそろえよう！ 
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